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甲蟲學者 ル ィ ス 氏 を偲 び て

理 學 士 岩 川 友 太 郎

　私が ル イ ス 氏に初めて面會 しt の は 今か ら四十八年前の昔の事ゆ へ 月 H の

如 き も判然せす 、 且つ 同氏 よ り貰ひ受け’二 日本産甲蝨 目録を 始め と して 、 二

三の論文別刷等は 彼の大震火災の際一切烏有に歸しナ三爲に據るべ き もの もな

く、 單に言已憶を辿 る外 な
’
き も、初對面 が 明治十三 年であつ た事丈は 、吾人が

故 ウヰ トマ ン 先生に就き 勉撮 して 居つ ナニ時 なので よ く詑 憶 して 居 る。 吾人が

赦 モ ール ス 先生よ り動物學を習い始 めて以來、何 とな く甲蝨類に興 味を覺え 、．

從て 日曜其の他祭 日等暇 さへ あれ ば郊外に禺でτ 甲蟲 を綵集 し＃ もので あつ

ナこが、モ ー−JV ス 先生は寧ろ これを 奬勵する方で あつ たが、ウ ヰ ト マ ン 先 生 は

動物發ξヒ畢以外に 研究 心を向 くる ことを忌み 、 遇 々 El曜に 集めた 甲蟲 を翌朝

實驗室内に て 整理 して 居る の を 見 ら る る と What 　is　the　use 　of　coUecting

insect5〜 と小言を頂戴す るのが例で あつ ナこ爲めに 、ル liス 氏 を訪 問す る のを先

生に對 して幾 らか遠慮 しナニ位であつ たので、旁 々 同氏に面會 しtこ 年 丈は
一
暦

其の記憶を強めナこ譯で ある。

　私 は當時 三 百種許の 甲蟲を所有 しs 教育博物舘の 故波江元吉氏は 二 百種近

く、又石川博士 も幾 分か 所持 して居 られ h 兎 も角五 百種内外の 甲蟲は蒐め ら

れて あつ ナニカ  學名が一つ も分 か らん の で 皆失望 して 居つ ナこ。 甲蟲 に關す る

書籍に して當時教室に あつ k ものは 、 PAcKARD の Texし B 。 ok 　of 　Entomo ユ09y

と FIGVER の Insects　W ・ rld 位迄二 止 津1）しゆ へ
、 昆蟲に關す る吾人の 智識 は

，極 めて 幼稚で あつ た 、 其處へ 甲蟲の 専問家 」V・4 ス 氏が 英國博物舘か ら出張 し

て繊濱に滯在 し居：る と聞い t時は 、 實に救世師に で も 遇 っ tこかの 如 く嬉 しか

つ た。 助手種田織 三君の斡施に依 O 、 ウ ヰ ト マ ン 先 生の 許可 を も受け 、 大學

よ り横濱へ 出張を命ぜ られ 石川博士 と同行 しt や うに覺え て居る 。 石川君は

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 じ

當時豫備門の數師で あっ t フ エ ン 5 ン 氏と 俘れ立 ちて頻に蝶 々 を標集 し、昆

蟲に就て は深き興味を持ナこれ て 居つ ナこ。

』
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　 横演のグ ラ ン ドホ テ ル へ 突 然 と氏を訪ひ、刺を逼する と快 く會つ て 呉 れた 。

其の後同氏が大學を訪冏せ し時 と、同氏に會つ たの は 前後二囘の みで あつ に

故 、容貌眠釆の如 きも詳 しく記憶せ す 、 唯皚楕の 割合に矮小に して 瘠ぎすな

人 であつ た位を記臆するに止ま る。 案内に俘れ て 室へ 通 る と、密内は標本凾

に て狼籍を匝め 、 其の中に ル イ ス 氏は 妻君 と共に標 本を装置 して 居 られナこ。

來 意を告 ぐる と快諾せ られ 、直ちに吾人の持參せ る 標本 を調べ て 種魁を類別

し ・ 是 よ  幾番 幾番 と番號 を誦んで 吾人に筆記 せ しめ たが 、 私は最 切其の意

を解 し得 なか つ ナこ。 然るに 全部の慓木に 番 號札を附し了はつ た後 、 吾人 に 日

本産 甲蟲 口録
一
冊宛を惑與せ られ 、其の 目録の番號 と 各驃木に附せ る番號 と

を照 らし合は して 學名を知 るべ しと、 是に於 て其の 意 も自ら解 され 、 且 つ 同

氏 の彊記 に は驚か され ナ：
。 其 の目錬に 擧け られ た る 本邦産の 甲蝨は二千餘種

もあつ た と思ふ が 、 吾人 の持參せ る 五 百種許の中に も、同氏が飢に 新 種と認

めたる もの若干あつ た所 よ り察 する と、 當哮同氏の綵集せ る 標本中には數多

の新種を加へ られた こ と と想像せ られ た 。

　其の時 同氏が 日本産甲蟲 に就 きて 吾人に 語れる談話中・詛憶に 遺れ る もの

一二 を記 さん に ・ 1司氏 の本邦に渡來せ るは 明治九年來前後三 囘に して ・ 各地

に渉 り綵 集せ る 甲蟲 は數萬に 逹 し、 今 日 の 如きも本國に逾附せる標本は既に

三 萬點に達 せ りと 。 標本中 マ イ マ イ カ プ リの一
種に して 北は北海道よ り、 南

は 長崎に 至 る迄、廉く分布せ る もの を 、 順 次地方別に 並 N
’
teる ものあ り。 是

は其の 色澤の風土 に從つ て相異な る 歌を示 さんが爲めな りとの 言な り しが．

北方の寒地よ り南方の暖地 へ 進 むに從ひ 、 逐 次色澤の鮮美を加ふ る牀 、 歴然

と して興味深き を感じk 。 同氏は 探集者數名を雇ひ 、 横嬪郊外の地囲を按 じ

て 、 これ を諸方に派出せ しめ 、 時 々 齎 來す る生 蟲を一
々 點檢 し、直 ちに標 本

に 裝 置 し居 られ しが・立派 なる標本を作るには 斯 くするに限 る とい はれて 居

つ た。

　甲蟲の探集法に就て、吾 人 が同氏 よ り教はれ る もの 一二を摘詑すれば、灌

木 の枝葉聞に潜伏せ る甲蟲を探集せん とす る時 には、其の 下に蝙蝠傘を擴げ 、

上 よ り枝葉 を敲 き、 或は これを振ひ搖か して 、甲蟲 を傘 の 中に 墜落 せ しむ ぺ
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し 、 此の際 Ll1蟲 の拾集を ｛衷にする爲めに は ・小帛i汝骨聞に布を張り詰めて闘隙

を塞 ぐを良 とす 。 喬木の 上に 棲息せ る もの を更に 大仕掛にて標集 せん とす る

畤 には 、 白金幅の大な る 激柑を地 上に獲け、木 に登 りて枝を搖り動か し 、 墜

落せ しめて これ を綵集す る に あ り。

　吾人探集せ る 甲蟲を殺 して これを携帶 し、 或は貯藏せん とする時 は ・悉 く

酒精瓶に 投入す るを例 とせ しが．ル イ ス 氏は 大 小の管脳數 多を携へ 、蠢の 大

さに準 じて 各種別々 に其の管に入れ、歸宅の 後に沸湯に て これ を殺 し、 直 ち

に其の姿勢等を整ふ 。 若 しこれを違方に 遒 附せん とす るか、或は
一時貯藏 せ

ん とす る時に は、鋸屑の中に 容れ置 くを良 とす 。 斯 く乾燥 せ る もの を取 り出

して標本に製せん とす る揚合には 、複び怫湯中に 入れて關節を軟 らけ 、 即ち

戻 して 姿鱗 鰹 ふ
。 以上 は吾人が 觝 よ り傳攤 られ ナ・る鵠 の新智識な

’

りしが 、 其の爲めに吾人の昆蟲綵集熟は
一隣奬脚ぜ られた もの であ る 。

　因みに 當時 は東京に
一
軒の 動物標本屋な く、又稍子製造業 も微 々．と して 、

今 日の如 く盛な らざ りければ ・・．採集用の管瓶 も容易に手に入 らす、蟲針の 如

き特に膕 へ 叡 せ ざれ 購 入軆 ｛よなか つ ナ・・ 昆蟲凾に必要 筋 ・ ・レ ク の

如きも素 より拂底で あつ k 爲めに 、 或は黍稈を平ナこ く削 りて凾底に貼 り詰 め 、

或は室徳利の ・ ・レ ク栓を継
・OP・bて これを貼 O・・ftく碍 ・ 聯 を巡 らしtFも

のである。 明治十年前後 よ り．普逋教育が 隆盛 に なるに件れ ．動物標本の必

要に逼 られ し所 か ら、 文部省は教育博物舘に 標 本を造 らしめ 、 府縣の小學校

に 排ひ下けて漸 く急揚を凌 ぐといふ よ？な世態で あっ t 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t

　　　　　　　 ガ ロ ア 厶 シ 樹上に昇る習性あるか 、

　久内清考君 か らの 遖知 に 依 る と。 「一九二 五 年 六 月 二 日干山君が 小佛の 下で採 り

し もの の 内、キ ソ グが 記 載 しt：Pt度の ガ ロ ア ム シ が あ．り ます 。　
ZF 山君 に樹技 た タ

タ キ ア ミで打 ち 、 之 な得れ る 由 。 果 して 然 らば樹に上 る習性あ る ； と實正 です 。」
’

小佛 と 云 ふ の に高尾 の 山練きの小佛峠の事で 、 平 山君 とは
ZP
屮修乗郎 氏 の 事 で あ

ろ 。 之 な事實 とすれば朽木 P 岩石 の 下 の み が彼 の 棲家 で ない と見え ろ o 爾同科 の

一
新種が長崎か らシ ル ベ ス ト y − t：依づ て記載 也 られ†こ事 葎附記 して 置 く。

（八 月二 十口、 矢野 宗軫）
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